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�　今例会より米山奨学会・ロータリー財団基

金を募っています。国際奉仕委員会が担当し

ております。会員皆様のご協力をお願いしま

す。

１）国際ロータリー第２５１０地区ガバナー事務所

より、２００７年規定審議会において採択された

出席の記録が改正により出席率の算出式が変

更になりました。例会運営委員会にお渡し致

します。

２）地区大会信任状証明書が届きました。会長

幹事の署名で提出致します。

３）地区役員名簿が届いています。

会報受領先

・・砂川ＲＣ　　№１８３６号～№１８３９号

�������　　　　　　　　　田中委員長

　次週例会は１７日午後６時３０分より「月見例会」

として夜間例会となります。年度当初の活動計

画書では１５日（月）で、いちばんかんとなってお

りましたが、１７日（水）産館となっておりますの

で、間違わないで下さい。なお当日は新米をい

ただく会となっております。「ふっくりんこ」と

いう銘柄で、殺虫剤、殺菌剤を一切使用してい

ないお米ですので、是非皆様味見をして頂きた

いと思います。試食してみてご希望がございま

したら、斡旋いたします。年内１０�で３０００円と

大変お安くなっております。来年１月からは、
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３２００円（送料別）だそうです。ぜひお楽しみに。

�������　　　　　　　　二ノ宮委員長

　１９日の移動例会２０日の地区大会の件ですが、

１９日は午前８時に食産前を出発いたします。途

中で白老にて白老牛の昼食をとり、森町の地熱

発電所を例会として見学いたします。２０日地区

大会に参加し、市民会館で行われる懇親会に１

時間位出席して、留萌に帰ります。到着は２１日

午前１時３０分くらいになりそうです。詳しくは

ＦＡＸにてお知らせいたします。

�����　　　　　　　　　　　　吉田会員

　２００６～０７年度留萌ロータリークラブ収支報告

書を皆様に配付致しました。入出金も全て終了

致しました。ＩＭ決算残金１７，６８６円は４０周年記

念繰越金に繰り入れました。これにて０６～０７年

度会計業務を終了いたします。ありがとうござ

いました。

�������　　　　　　　　　澤田委員長

「職業奉仕に関する声明」

　１９８７年、ＲＩ理事会は次のような「職業奉仕

に関する声明」を採択しました。

　職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、

奉仕の理想を生かしていく事をロータリーが育

成、支援する方法である。職業奉仕の理想に本

来込められているものは次のものである。

１）あらゆる職業において、最も高度の道徳的

水準を守り、推進すること。その中には、雇

主、従業員、同僚への誠実、忠実さ、またこ

の人たちや、同業者、一般の人々、職業上の

知己すべての公正な取り扱いも含まれる。

２）自己の職業またはロータリアンの携わる職

業のみならず、あらゆる有用な職業の社会に

対する価値を認めること。

３）自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズ

に役立てること。職業奉仕はロータリークラ

ブと会員両方の責務である。クラブの役割は

たびたび職業奉仕を実践してみせる事によっ

て、また、クラブ自身の行動に職業奉仕を生

かす事によって、模範となる実例を示す事に

よって、さらに、クラブ会員が自己の職業上

の手腕を発揮出来るようなプロジェクトを開

発する事によって目標を実践、奨励すること

である。クラブ会員の役割は、ロータリーの

原則に従って、自ら自分の職業を律し、併せ

てクラブが開発したプロジェクトに応えるこ

とである。

・・米山記念奨学金とロータリー財団の寄付金の

受付を始めました　ご協力お願いします

　森（幹）会員

・・ロータリー最終コンペ優勝　　　　江端会員

・・ロータリーゴルフ取り切り戦優勝　西田会員

・・取り切り戦準優勝　　　　　　　　中川会員

・・活動報告書の原稿くれぐれも忘れずに１０月２０

日頃までにお願いします　　　　　対馬会員

・・母の葬儀には大変お世話になりました　あり

がとうございました　　　　　　二ノ宮会員

・・ロータリーソング変更　　　　　　吉田会員

　前　回　　３３４，０００円

　今　回　　１１１，０００円

　累　計　　４４５，０００円
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　奥　俊信 会員

　私は三嶋屋食品の創業者の祖父母、その一人

息子の父、そして母の間に昭和２４年１月１１日二

男として生まれました。５人兄弟でしたが、中

学生の頃三男が死亡、現在は４人兄弟です。

　当時は世襲制のような絶対的で、長男は祖父

母が預かり、金持ちでしたが、その他４名は母

の収入で暮らし、父の収入は、ほとんどが鉄砲

道楽に使われていたそうです。小学校入学の写

真が有りますが、長男はスーツに革靴、私以下

は学生服に上履きで、後の者になるほど崩れて
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いく様子がおもしろく見る事が出来ます。

　この頃、私には大勢の友達がいて、学校が終

ると知らない友達らしき人達も遊びに来ていま

した。当時、家業がアイスキャンディー屋でし

たので、来る人来る人に工場から持ってきては

配っていました。その事に気付かないのが幸い

して、本人は鼻高々で機嫌よく健やかに育って

いた様です。

　昭和３０年代のキャンディー屋は、納品した商

品が朝までに全部売り切れると言うか、無く

なってしまうので、夏は夜通し製造していまし

た。それは今みたいに冷蔵庫があるわけではな

く、各商店のアイスボックスが二重木箱におが

屑と氷で冷やすものでしたので、売れなくても

溶けて無くなってしまいます。今考えて見ると

よほど儲かったのだと思います。祖父はその儲

けたお金で、社会奉仕、国際奉仕に役立てたい

と思った事がちょっと位あったのかも知れませ

んが、多分ロータリークラブが無かったので

しょう。特定の１個人に対する奉仕活動に専念

し、あちらこちらと飛び回り、最後は札幌平岸

に一軒家をかまえる事になりました。私も中学

生の頃３度ばかり泊まりに行きました。土地が

２５０坪位のなかなかの家でございます。

　こんな環境で育ったものですから、自然と女

性の事が嫌いではありませんでした。隔世遺伝

と言われる自分が嬉しくもあります。高校卒業

後京都へ行き、メッキ工場の営業担当として就

職。そこでもまた、同僚の彼女に惚れられて、

私はその友人に惚れて、その彼女の家に電話し

て、母親とは知らず長電話をしてしまい、恥ず

かしさのあまり固まってしまった思い出があり

ます。

　２２歳の時に留萌へ戻り、何となく後を継ぐ気

持ちで仕事に就き、２４歳の時祖父が別宅で亡く

なりました。お通夜に来た彼女と祖母が初めて

顔を会わせ、お互いにお礼を言っていたのを覚

えています。父は２億円以上もする土地と家を

全部彼女に上げてしまいました。今思えば、あ

れがあれば今の会社も楽だったと思いました。

　この時父は会社を経営することをせず、私が

代表になり、２６歳の時に有限会社に組織変更し、

私が社長就任となりました。

　取引先の事務員に声を掛けたりはしていまし

たが、もっと数の揃う所と考えダンスサークル

に入会。旭川で試験を受け、ブロンズクラスに

合格し、先生の助手的な存在で色々な事に忙し

い日々を送っていましたが、２６歳でサークルに

来ていたカーチャン（妻）をゲットしてしまいま

した。当時ローターアクトでしたので、ロータ

リーのアクト委員長にもお世話になったと思い

ます。後に３０歳から青年会議所、そしてロータ

リークラブへ４年間と夜遊びに忙しい年月を過

ごして参りました。毎晩のようにお出かけする

理由がなく、ＪＣとロータリーを口実に、半月

先まで計画を立てる企画力を身に付けさせて戴

いた様にも思えます。

　あの頃は本当に色々な物語や事件が数多く有

りました。お話したい事が山ほどありますが、

人目をはばかる事も多く、控えさせていただき

ます。今、再度ロータリークラブに入会させて

頂き、今度こそは正しき道を歩みたいと考えて

おります。隔世遺伝に負ける事無く（負けても

いいか？）皆さんと楽しく、過ごして行きたい

と思っております。今後ともどうぞよろしくお

願いします。
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　国際ロータリー（ＲＩ）は、会員が退会する主な原因が三つあると分析していると
いう。
　一つはリーダーシップのぜい弱さ。会長はじめ理事、役員、あるいは常任委員会委
員長などのリーダーシップが弱いためということだろうか。
　二つ目は会費。会費が高いというのではなく、会費に見合う満足感、充実感がロー
タリーから得られないという。
　三つ目は奉仕活動。せっかくロータリーに入会し、ボランティア活動でもやろうと
思ったが、期待したほど満足感のある奉仕活動を味わえないということだ。
　しかし、よく考えてみると、それらの原因にはロータリーそのものを誤解している
ところがあるように思う。そもそもロータリーはボランティア団体ではない。ロータ
リーは奉仕理念を例会で学び、自分の人格を高め、その高められた心をもって自分の
職業や業界において職業奉仕理念を実践し、あるいは地域社会、国際社会において自
らが先頭に立って、社会奉仕活動をするところではないかと思う。
　ロータリーが面白くない。魅力がない。充実感がもてないというのは、自分自身が
面白くない、魅力がないと言っているのと同じである。当地区の堀場雅夫パストガバ
ナーは、１９６０－６１年度のＲＩ会長Ｊ．エド．マックロウリン氏の掲げたＲＩテーマ
「ＹＯＵ ＡＲＥ ＲＯＴＡＲＹ－Ｅｘｐｒｅｓｓ ｉｔ� Ｅｘｐａｎｄ ｉｔ�（あなたはロータリーで
す　それを表現して下さい　それを膨張させましょう）」（ＹＯＵ ＡＲＥ ＲＯＴＡＲＩＡＮ
ではない）を示した上で、「まさに、あなたがロータリーそのものであり、あなた自身
がロータリーの心を推進しなければならない。そのための学び場が例会である」と言
われる。
　古くは米山梅吉氏が「例会は人生の道場である」と言われたゆえんである。毎年、
ガバナーエレクトたちが国際協議会で学ばれる会場にも、大きく「入りて学び、出で
て奉仕せよ」と書いてあるという。
　京都東ロータリークラブの故平澤興パストガバナーは、孔子の言葉を引用し、生き
ていく上で最も大切なことは「恕（相手を許す心、思いやりの心）」。そして「恕」を
学ぶ機会がクラブ例会であり、会員同士が感謝、尊敬、謙虚の心を身につけるように
しなければならないとおっしゃったそうだ。
　われわれは今一度原点に立ち戻り、それぞれのクラブの例会を見直し、魅力ある
ロータリークラブにしなければならないと思う。
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